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1 研究背景

1年次ではまだ履修不可能な確率統計の分野を,予習がてらに

勉強したいと思い, その中でも重要な確率分布が何かを知りた

かったから.

2 確率分布と平均・分散

試行によって起こるすべての場合の集合を標本空間といい, Ω

で表される. また, ある事象が起こる割合を確率といい, P で表

される.

Ωで定義された関数 X = X(ω) (ω ∈ Ω)を確率変数という.

確率変数 X に対して, X についての事象 A とその確率 P(A)

との対応 (対応規則)を X の確率分布という.

X の確率関数を P(X = xk) = pk (k = 1, 2, 3, . . .)とする. こ

こで,この確率変数の平均 mは以下のように表される.

m = E[X] =
∑

k

xk pk

また, X の密度関数を f (x)とすると,

m = E[X] =
∫ ∞

−∞
x f (x)dx

確率変数の分散 σ2 は以下のように表される.

σ2 = V(x) = E[(X − m)2] = E[X2] − E[X]2

3 様々な確率分布

3.1 二項分布

X を確率変数, nを自然数, 0 < p < 1とする. 二項分布とは

P(X = k) =n Ck pk(1 − p)n−k (k = 0, 1, 2, . . . , n)

によって定まる確率分布である. 平均は E[X] = np, 分散は

V[X] = np(1 − p)となる.

3.2 ポアソン分布

X を確率変数とし, λ > 0とする. ポアソン分布とは

P(X = k) = e−k λ
k

k!
(k = 0, 1, 2, . . . , n)

によって定まる確率分布である. 平均, 分散ともに E[X] =

V[X] = λとなる.

3.3 幾何分布

X を確率変数とし, 0 < p < 1とする. 幾何分布とは

P(X = k) = p(1 − p)k−1 (k = 0, 1, 2, 3, . . .)

によって定まる確率分布である. 平均は E[X] =
1
p

, 分散は

V[X] =
1 − p

p2 となる.

3.4 一様分布

a, bを実数とし, a < bとする.一様分布とは

f (x) =
{ 1

b−a (a ≤ x ≤ b)
0 (x < a, b < x)

によって定まる確率分布である. 平均は E[X] =
b + a

2
, 分散は

V[X] =
(b − a)2

12
となる.

3.5 指数分布

λ > 0となるような定数とする.

f (x) =
{
λe−λx (x > 0)
0 (x ≤ 0)

によって定まる確率分布である. 平均は E[X] = 1
λ
, 分散は

V[X] = 1
λ2 となる.

3.6 正規分布

m ∈ R, σ > 0とする. 正規分布とは

f (x) =
1
√

2πσ
exp

(
− (x − m)2

2σ2

)
(x ∈ R)

によって定まる確率分布である. 平均は E[X] = m, 分散は

V[X] = σ2 となる.

4 今後の課題

求めた確率分布の実用性や, 多次元の確率分布について調べ

理解できるだけの力量を身につける.
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